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原
文

　
少
府
、
秦
官
（
1
）。
掌
山
海
・
池
澤
之
税
、
以
給
共
養
（
2
）。
有

六
丞
（
3
）。
屬
官
有
尚
書
・
符
節
・
太
醫
・
太
官
・
湯
官
・
導
官
・
樂
府
・

若
盧
・
考
工
室
・
左
弋
・
居
室
・
甘
泉
居
室
・
左
右
司
空
・
東
織
・
西

織
・
東
園
匠
（
十
二
）〔
十
七
〕
官
令
・
丞
（
4
）、
又
胞
人
・
都
水
・

均
官
三
長
・
丞
（
5
）、
又
上
林
中
十
池
監
（
6
）、
又
中
書
謁
者
・
黄

門
・
鉤
盾
・
尚
方
・
御
府
・
永
巷
・
内
者
・
宦
者
（
七
）〔
八
〕
官
令
・

丞
（
7
）。
諸
僕
射
・
署
長
・
中
黄
門
皆
屬
焉
（
8
）。
武
帝
太
初
元
年
、

更
名
考
工
室
爲
考
工
、
左
弋
爲
佽
飛
、
居
室
爲
保
宮
、
甘
泉
居
室
爲
昆

臺
、
永
巷
爲
掖
廷
。
佽
飛
掌
弋
射
、
有
九
丞
・
兩
尉
（
9
）。
太
官
七
丞
、

昆
臺
五
丞
、
樂
府
三
丞
、
掖
庭
八
丞
（
10
）、
宦
者
七
丞
、
鉤
盾
五
丞
・

兩
尉
（
11
）。
成
帝
建
始
四
年
、
更
名
中
書
謁
者
令
爲
中
謁
者
令
（
12
）、

初
置
尚
書
。
員
五
人
（
13
）、
有
四
丞
（
14
）。
河
平
元
年
、
省
東
織
、

更
名
西
織
爲
織
室
（
15
）。
綏
和
二
年
、
哀
帝
省
樂
府
（
16
）。
王
莽
改

少
府
曰
共
工
（
17
）。

訓
読

　

少
府
は
、
秦
官
な
り
（
1
）。
山
海
・
池
沢
の
税
を
掌
り
、
以
て
共

養
に
給
す
（
2
）。
六
丞
有
り
（
3
）。
属
官
に
尚
書
・
符
節
・
太
医
・

太
官
・
湯
官
・
導
官
・
楽
府
・
若
盧
・
考
工
室
・
左
弋
・
居
室
・
甘
泉

居
室
・
左
右
司
空
・
東
織
・
西
織
・
東
園
匠
の
〔
十
七
〕
官
令
・
丞

（
4
）、
又
た
胞
人
・
都
水
・
均
官
の
三
長
・
丞
（
5
）、
又
た
上
林
中

十
池
監
（
6
）、
又
た
中
書
謁
者
・
黄
門
・
鈎
盾
・
尚
方
・
御
府
・
永

巷
・
内
者
・
宦
者
の
〔
八
〕
官
令
・
丞
有
り
（
7
）。
諸
の
僕
射
・
署
長
・

中
黄
門
、
皆
な
焉
に
属
す
（
8
）。
武
帝
太
初
元
年
、
考
工
室
を
更
名

し
て
考
工
と
為
し
、
左
弋
を
佽
飛
と
為
し
、
居
室
を
保
宮
と
為
し
、
甘

泉
居
室
を
昆
台
と
為
し
、永
巷
を
掖
廷
と
為
す
。
佽
飛
は
弋
射
を
掌
り
、

九
丞
・
両
尉
有
り
（
9
）。
太
官
は
七
丞
、
昆
台
は
五
丞
、
楽
府
は
三

丞
、
掖
庭
は
八
丞
（
10
）、
宦
者
は
七
丞
、
鈎
盾
は
五
丞
・
両
尉
（
11
）。

成
帝
建
始
四
年
、
中
書
謁
者
令
を
更
名
し
て
中
謁
者
令
と
為
し
（
12
）、



二

初
め
て
尚
書
を
置
く
。
員
は
五
人（
13
）、四
丞
有
り（
14
）。
河
平
元
年
、

東
織
を
省
き
、西
織
を
更
名
し
て
織
室
と
為
す（
15
）。綏
和
二
年
、哀
帝
、

楽
府
を
省
く
（
16
）。
王
莽
、
少
府
を
改
め
て
共
工
と
曰
う
（
17
）。

現
代
語
訳

　

少
府
は
、
秦
官
で
あ
る
（
1
）。
山
海
・
池
沢
か
ら
の
税
を
掌
り
、

帝
室
を
奉
養
す
る
の
に
あ
て
た
（
2
）。
六
丞
が
あ
る
（
3
）。

　

属
官
に
尚
書
・
符
節
・
太
医
・
太
官
・
湯
官
・
導
官
・
楽
府
・
若
盧
・

考
工
室
・
左
弋
・
居
室
・
甘
泉
居
室
・
左
司
空
・
右
司
空
・
東
織
・
西
織
・

東
園
匠
の
一
七
官
の
令
・
丞
（
4
）、さ
ら
に
胞
人
・
都
水
・
均
官
の
三
長
・

丞
（
5
）、
さ
ら
に
上
林
中
十
池
監
（
6
）、
さ
ら
に
中
書
謁
者
・
黄
門
・

鈎
盾
・
尚
方
・
御
府
・
永
巷
・
内
者
・
宦
者
の
八
官
の
令
・
丞
が
あ
る

（
7
）。
も
ろ
も
ろ
の
僕
射
・
署
長
・
中
黄
門
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
に
所

属
し
た
（
8
）。
武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）、
考
工
室
を
改
名
し
て

考
工
と
し
、
左
弋
を
佽
飛
と
し
、
居
室
を
保
宮
と
し
、
甘
泉
居
室
を
昆

台
と
し
、
永
巷
を
掖
庭
と
し
た
。
佽
飛
は
弋
射
を
掌
り
、
九
丞
と
二
尉

が
あ
る
（
9
）。
太
官
は
七
丞
、
昆
台
は
五
丞
、
楽
府
は
三
丞
、
掖
庭

は
八
丞
（
10
）、
宦
者
は
七
丞
、
鈎
盾
は
五
丞
・
二
尉
が
あ
る
（
11
）。

成
帝
建
始
四
年
（
前
二
九
）、
中
書
謁
者
令
を
改
名
し
て
中
謁
者
令
と

し
（
12
）、
初
め
て
尚
書
を
設
置
し
た
。
定
員
は
五
人
（
13
）、
四
丞
が

あ
る
（
14
）。
河
平
元
年
（
前
二
八
）、
東
織
を
廃
し
、
西
織
を
改
名
し

て
織
室
と
し
た
（
15
）。
綏
和
二
年
（
前
七
）、
哀
帝
は
楽
府
を
廃
し
た

（
16
）。

　

王
莽
は
少
府
を
共
工
と
改
名
し
た
（
17
）。

注
釈

（
1)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇
本
紀
に
少
府

章
邯
が
い
る
。『
淮
南
子
』
氾
論
訓
に
「
秦
の
時
、
人
民
か
ら
頭

割
り
に
税
を
取
り
、
箕
で
す
く
い
集
め
る
よ
う
に
取
り
立
て
、
少

府
に
運
び
込
ん
だ
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

秦
封
泥
に
、「
少
府
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。

（
2)�

注　

応
劭
が
い
う
。
こ
れ
を
禁
銭
と
名
づ
け
、
皇
帝
の
私
的
費

用
に
あ
て
、（
国
家
財
政
と
は
）
別
に
所
蔵
し
た
。
少
は
、
小
の

意
味
で
あ
る
。
ゆ
え
に
少
府
と
称
す
る
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
大
司
農
は
軍
事
や
行
政
の
費
用
を
支
出
し
、

少
府
は
天
子
を
奉
養
す
る
。
共
（
供
）
の
音
は
居
用
の
反
。
養
の

音
は
弋
亮
の
反
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
官
本
の
注
に
供
の
字
を
共
に
作
っ
て
い

る
の
は
正
し
い
。
百
官
志
三
に
「
す
べ
て
の
山
沢
陂
池
の
税
は
、

禁
銭
と
名
づ
け
、
少
府
に
属
す
。
光
武
帝
が
改
め
て
司
農
に
属
さ

せ
た
」
と
あ
る
。
少
府
は
「
宮
中
で
御
使
用
に
な
る
諸
物
、
つ
ま

り
衣
服
・
宝
貨
・
珍
膳
な
ど
を
掌
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �
考
証　
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
少
府
令
は
、
官
秩
は
二
千
石

と
し
て
見
え
る
。
前
漢
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
国
家
財
政
」
と
「
帝

室
財
政
」
と
の
区
別
が
あ
っ
た
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。
少
府



三

と
後
出
の
水
衡
都
尉
は
「
帝
室
財
政
」
を
管
轄
す
る
官
職
で
あ
っ

た
。
大
庭
脩
に
よ
れ
ば
、
少
府
は
前
漢
に
お
い
て
は
九
卿
の
中

で
極
端
に
属
官
が
多
く
、
本
文
に
あ
る
よ
う
に
、
比
千
石
の
丞

が
六
員
、
尚
書
令
以
下
二
五
官
の
令
・
丞
、
胞
人
長
以
下
三
長
・

丞
、
さ
ら
に
上
林
中
十
池
監
が
あ
っ
た
。
武
帝
が
元
鼎
二
年
（
前

一
一
五
）に
上
林
苑
を
管
理
す
る
た
め
に
新
設
し
た
水
衡
都
尉
は
、

少
府
か
ら
分
轄
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
水
衡
都
尉
は
五
丞
、
属
官

の
九
令
・
六
長
の
う
ち
、
上
林
八
丞
・
一
一
尉
・
均
輸
四
丞
・
御

羞
二
丞
・
都
水
三
丞
・
甘
泉
上
林
四
丞
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上

林
令
・
御
羞
令
・
衡
官
長
の
三
令
・
長
は
も
と
は
少
府
に
属
し
て

い
た
。
百
官
表
に
よ
れ
ば
、
大
鴻
臚
の
郡
邸
長
、
大
司
農
の
斡
官

長
、
宗
正
の
内
官
長
、
執
金
吾
（
中
尉
）
の
寺
互
令
も
漢
初
に
は

少
府
の
属
官
で
あ
っ
た
。「
少
府
と
い
う
官
庁
は
君
主
の
家
政
機

関
と
し
て
最
も
古
く
、
か
つ
中
心
的
な
官
庁
」
で
、「
漢
初
の
少

府
は
、
な
お
未
分
化
の
状
態
で
多
種
多
様
な
官
署
を
統
属
下
に
置

い
て
お
り
」、「
そ
こ
か
ら
職
掌
の
明
ら
か
な
部
分
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に

分
化
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
帝
室
財
政
の
規

模
も
極
め
て
大
き
く
、「
元
帝
の
時
代
（
前
四
八
―
三
三
）
の
例

で
は
、
大
司
農
の
扱
う
銭
四
〇
億
に
対
し
、
水
衡
の
銭
二
五
億
、

少
府
の
銭
一
八
億
、
合
し
て
帝
室
財
政
四
三
億
銭
で
ほ
ぼ
匹
敵
し

て
い
た
」［
大
庭
脩　

一
九
八
二
］。
桓
譚
『
新
論
』（『
太
平
御
覧
』

巻
六
二
七
に
引
か
れ
る
佚
文
）
に
は
「
漢
が
天
下
を
定
め
て
か
ら
、

人
民
か
ら
の
税
収
は
一
年
に
四
〇
億
銭
あ
ま
り
に
な
る
。
官
吏
へ

の
俸
給
に
そ
の
半
ば
を
支
出
し
、
残
り
の
二
〇
億
銭
は
、（
大
司

農
属
官
の
）
都
内
に
所
蔵
し
て
、
禁
銭
と
す
る
。
少
府
所
轄
の
園

池
作
務
の
（
八
）〔
入
〕
十
三
億
銭
は
、
帝
室
の
奉
養
の
経
費
お

よ
び
も
ろ
も
ろ
の
賞
賜
に
充
て
た
」
と
あ
り
、
国
家
財
政
と
帝
室

財
政
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
あ
げ
て
い
る
。

（
3)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
三
に
、
後
漢
で
は
「
丞
一
人
、

官
秩
は
比
千
石
」
と
あ
る
。
五
人
を
廃
し
た
。

（
4)�

注　

服
虔
が
い
う
。
若
盧
は
、
詔
獄
で
あ
る
。

　
　�

　
鄧
展
が
い
う
。
か
つ
て
洛
陽
に
は
二
ヶ
所
の
獄
が
あ
り
、
一
つ

は
若
盧
と
い
い
、
親
戚
の
婦
女
を
収
繋
す
る
こ
と
を
掌
る
。

　
　�

　
如
淳
が
い
う
。
若
盧
は
官
名
で
あ
り
、兵
器
を
所
蔵
し
て
い
る
。

品
令
に
は「
若
盧
郎
中
二
〇
人
、弩
射
を
掌
る
」と
あ
り
、『
漢
儀
注
』

に
は
「
若
盧
獄
令
が
お
り
、
武
器
庫
の
兵
器
と
将
相
大
臣
を
治
め

る
を
掌
る
」
と
あ
る
。

　
　�

　
臣
瓉
が
い
う
。『
周
礼
』
冬
官
は
考
工
の
こ
と
で
あ
り
、
器
械

の
制
作
を
掌
っ
て
い
た
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
太
官
は
食
膳
を
掌
り
、湯
官
は
餅
餌
を
掌
り
、

導
官
は
選
米
を
掌
る
。
若
盧
に
つ
い
て
は
、如
淳
の
説
が
正
し
い
。

左
弋
は
地
名
で
あ
る
。
東
園
匠
は
陵
内
の
器
物
を
制
作
す
る
こ
と

を
掌
る
者
で
あ
る
。

　
　

��
補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。
十
二
は
十
六
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
左
・

右
司
空
を
二
官
に
分
け
る
な
ら
ば
、
十
七
に
な
る
（
以
上
、『
漢

書
弁
疑
』
巻
九
）。



四

　
　�

　
沈
欽
韓
が
い
う
。
太
医
令
・
丞
は
、
太
常
の
項
に
す
で
に
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
官
は
初
め
は
太
常
に
属
し
、
後
に
少
府
に
属
し

た
。
班
固
は
（
太
常
所
属
の
太
医
令
・
丞
を
）
削
除
し
そ
こ
ね
た

の
で
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
疏
証
』
巻
五
上
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
尚
書
令
の
例
は
、
芸
文
志
・
張
安
世
伝
・
賈

捐
之
伝
・
諸
葛
豊
伝
・
鄭
崇
伝
・
翟
方
進
伝
・
傅
喜
伝
・
孔
光
伝
・

何
並
伝
・
孫
宝
伝
・
京
房
伝
・
霍
光
伝
・
金
日
磾
伝
・
平
当
伝
・

黄
覇
伝
・
王
嘉
伝
・
師
丹
伝
・
循
吏
伝
・
外
戚
伝
・
王
莽
伝
に
見

え
る
。
尚
書
丞
の
例
は
、『
史
記
』
巻
六
○
・
三
王
世
家
に
見
え
る
。

　
　

�

○
符
節
令
の
例
は
、
眭
弘
伝
・
儒
林
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に

「
符
節
台
の
長
で
あ
り
、
符
節
の
事
を
掌
る
。
ふ
つ
う
使
節
を
派

遣
す
る
時
に
節
を
授
け
る
こ
と
を
掌
る
」
と
あ
る
。
後
漢
で
は
、

一
人
、
官
秩
は
六
百
石
。
丞
は
い
な
い
。
尚
符
璽
郎
中
は
四
人
。

百
官
志
三
の
本
注
に
「
以
前
は
二
人
が
宮
中
に
お
り
、璽
と
虎
符
・

竹
符
（
割
符
）
の
半
分
を
掌
る
」
と
あ
る
。
符
節
令
史
は
、
官
秩

は
二
百
石
で
文
書
を
掌
る
。符
節
令
は
、秦
の
符
璽
令
で
あ
り
、『
史

記
』
巻
八
七
・
李
斯
列
伝
に
「
趙
高
、
符
璽
令
の
職
務
を
兼
任
す

る
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

○
太
医
監
の
例
は
、
外
戚
伝
に
見
え
る
。
太
医
令
は
、
百
官
志
三

に
「
も
ろ
も
ろ
の
医
を
掌
る
」
と
あ
る
。
後
漢
で
は
、
一
人
、
官

秩
は
六
百
石
。
薬
丞
・
方
丞
は
、百
官
志
三
に
「
各
一
人
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
太
官
令
は
、百
官
志
三
に
は
「
皇
帝
の
飲
食
を
掌
る
」
と
あ
る
。

後
漢
で
は
、
一
人
、
官
秩
は
六
百
石
。
左
丞
（
飲
食
を
掌
る
）・

甘
丞
（
膳
具
を
掌
る
）・
湯
官
丞
（
酒
を
掌
る
。
本
注
に
湯
官
令

を
廃
し
丞
を
置
く
と
い
う
）・
果
丞
（
果
物
を
掌
る
）
各
一
人
が

い
る
。
太
官
の
例
は
、
霍
光
伝
・
召
信
臣
伝
・
谷
永
伝
に
見
え
る
。

太
官
丞
の
例
は
、
東
方
朔
伝
に
見
え
る
。
太
官
献
丞
の
例
は
、
張

延
年
伝
に
見
え
る
（
陳
湯
伝
で
は
献
食
丞
に
作
る
） 

。 

　
　

�

○
導
官
の
例
は
、
張
湯
伝
・
谷
永
伝
に
見
え
る
。
導
官
令
は
、
百

官
志
三
に「
御
穀
を
舂
き
、及
び
乾
飯
を
作
る
こ
と
を
掌
る
。「
導
」

は
、「
択
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
あ
る
。
後
漢
で
は
、
一
人
、

官
秩
は
六
百
石
。
丞
は
一
人
。
大
司
農
に
属
す
。『
説
文
解
字
』

七
上
に
は
「

は
禾
で
あ
る
」
と
あ
り
、『
玉
篇
』
禾
部
に
は
「

は
、
一
本
の
茎
に
六
つ
の
穂
が
み
の
る
、
め
で
た
い
禾
の
こ
と
で

あ
る
」
と
あ
り
、『
史
記
』
巻
一
一
七
・
司
馬
相
如
列
伝
に
は
「
一

茎
に
六
穂
の
穀
を
厨
房
で
（
供
物
に
）
（
選
別
）
す
る
」
と
あ
る
。

百
官
表
に
「
導
」
の
字
に
作
る
の
は
、
穀
物
を
選
別
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
か
ら
で
、
ま
た
こ
の

と
「
導
」
の
字
は
、
通
用
の
字

な
の
で
あ
る
。

　
　

�

○
楽
府
の
例
は
、
霍
光
伝
・
佞
幸
伝
に
見
え
る
。
楽
府
令
の
例
は
、

礼
楽
志
に
見
え
る
。

　
　

�

○
若
盧
獄
の
例
は
、
王
商
伝
に
見
え
る
。
若
盧
丞
の
例
は
、
王
吉

伝
に
見
え
る
（
吉
は
若
盧
右
丞
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
左
右

の
二
丞
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
）。

　
　

�

○
考
工
の
例
は
、田
蚡
伝
に
見
え
る
。
考
工
令
は
、百
官
志
二
に「
兵

器
・
弓
弩
・
刀
鎧
の
た
ぐ
い
の
制
作
を
掌
り
、
完
成
す
れ
ば
執
金



五

吾
に
引
き
渡
し
武
庫
に
納
入
す
る
、
さ
ら
に
織
綬
の
も
ろ
も
ろ
の

雑
工
を
掌
る
」
と
あ
り
、
後
漢
で
は
一
人
、
官
秩
は
六
百
石
。
左
・

右
丞
各
一
人
。
少
府
か
ら
太
僕
に
移
管
さ
れ
た
。

　
　

�

○
左
弋
と
は
、
佐
弋
の
こ
と
で
あ
る
。『
史
記
』
巻
六
・
秦
始
皇

本
紀
に
佐
弋
竭
が
い
る
。
左
と
佐
の
字
は
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

弋
射
の
事
を
佐た

助す

け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
で
官
に
名
づ

け
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　

　
　

�

○
居
室
の
例
は
、
灌
夫
伝
に
見
え
る
。
甘
泉
居
室
の
例
は
、
衛
青

伝
に
見
え
る
（
衛
青
が
会
っ
た
鉗
徒
は
、
お
そ
ら
く
甘
泉
で
労
役

刑
に
服
し
て
い
た
者
で
あ
ろ
う
）。

　
　

○
左
司
空
・
右
司
空
の
例
は
、
伍
被
伝
に
見
え
る
。

　
　

�

○
東
織
室
・
西
織
室
の
例
は
、
貢
禹
伝
に
見
え
る
。
東
織
令
史
の

例
は
、
宣
帝
紀
に
見
え
る
。

　
　

○
東
園
の
例
は
、
孔
光
伝
・
霍
光
伝
・
佞
幸
伝
に
見
え
る
。

　
　

�　

百
官
志
三
に
は
「
後
漢
で
は
（
湯
官
・
）
織
室
令
を
廃
し
、
丞

を
置
い
た
」
と
あ
る
が
、
他
は
百
官
志
に
は
記
載
が
な
い
。

　
　
　

官
本
は
十
二
を
十
六
に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
い
。

　
　

� �

考
証　

属
官
の
数
を
原
文
は
「
十
二
官
令
・
丞
」
と
す
る
が
、
補

注
に
銭
大
昭
が
い
う
よ
う
に
左
司
空
・
右
司
空
を
別
の
官
と
し
て
、

「
十
七
官
令
・
丞
」
と
し
た
。

　
　

�

〇
尚
符
璽
郎
は
、
百
官
表
に
は
見
え
な
い
が
、
巻
六
八
・
霍
光
伝

に
「
光
は
尚
符
璽
郎
を
召
し
た
が
、
郎
は
光
に
御
璽
を
授
け
る
こ

と
を
拒
ん
だ
」
と
あ
り
、
前
漢
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。

　
　

�

○
太
医　

秦
封
泥
に
、「
泰
医
（
太
医
）」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路

東
之　

二
〇
〇
〇
］。
太
医
は
、「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
官
秩

は
三
百
石
な
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
「
令
」
と
称
し
て
は
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
百
官
志
三
の
本
注
に
「
諸
医
を
掌
る
」
と
あ

り
、劉
昭
注
に
『
漢
官
』
を
引
き
「
医
の
定
員
は
二
百
九
十
三
人
、

吏
の
定
員
は
十
九
人
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
太
官　

秦
封
泥
に
、「
泰
官
／
大
官
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路

東
之　

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
大
官
は
、
官
秩

は
六
百
石
と
し
て
見
え
る
。
封
泥
に
は
、
前
漢
早
期
か
ら
中
期
と

さ
れ
る
「
大
官
丞
印
」
が
あ
る
［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］。

　
　

�

○
湯
官　

封
泥
に
、
前
漢
中
晩
期
と
さ
れ
る
「
湯
官
令
印
」、「
湯

官
左
丞
」
が
あ
る
［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］。
ま
た
、
長
安
城
未

央
宮
遺
址
か
ら
は
「
湯
官
飲
監
章
」
の
封
泥
が
五
四
点
出
土
し
て

い
る
。「
湯
官
飲
監
」
は
湯
官
の
属
官
と
考
え
ら
れ
る
［
中
国
社

会
科
学
院
考
古
研
究
所　

一
九
九
六
］。

　
　

�

○
導
官　

は
そ
も
そ
も
瑞
祥
思
想
が
盛
ん
に
な
る
前
漢
後
期
か

ら
後
漢
に
か
け
て
作
ら
れ
た
文
字
で
、「
導
」
字
に
お
い
て
「
寸
」

を
「
禾
」
に
代
え
た
も
の
で
、
瑞
禾
の
義
と
も
な
る
。「
前
漢
晩

期
」
の
も
の
と
さ
れ
る
「

官

丞
」
の
封
泥
が
あ
り
［
孫
慰
祖

一
九
九
三
］、
や
は
り
瑞
祥
思
想
の
盛
ん
な
こ
ろ
流
通
し
て
い
た

官
印
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

○
楽
府　

秦
封
泥
に
、「
楽
府
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之



六

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
楽
府
は
、
官
秩
は
六
百

石
と
し
て
見
え
る
。

　
　

�
○
若
盧　

如
淳
注
に
あ
る
よ
う
に
、
本
来
、
兵
器
の
管
理
と
修
繕

を
担
当
し
て
い
た
作
事
官
府
で
あ
り
、
そ
こ
に
将
相
大
臣
の
有
罪

の
者
を
収
容
す
る
施
設
が
あ
っ
た
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
巻
四
・

和
帝
紀
・
永
元
九
年（
九
七
）十
一
月
己
丑
条
の
李
賢
注
に
引
く『
漢

旧
儀
』
に
は
、「
将
相
大
臣
を
取
り
調
べ
る
こ
と
を
掌
る
」
と
あ
る
。

後
漢
に
な
る
と
、
獄
が
置
か
れ
、
皇
室
の
婦
女
を
収
繋
し
た
［
大

庭
脩　

一
九
八
二
］。
な
お
、
巻
八
二
・
王
商
伝
の
原
文
は
、「
若

盧
獄
」
で
は
な
く
「
若
盧
詔
獄
」
と
な
っ
て
い
る
。
詔
獄
は
、
皇

帝
の
命
の
下
に
進
め
ら
れ
る
裁
判
手
続
き
で
あ
り
、
同
時
に
そ

う
し
た
手
続
き
を
進
め
る
た
め
の
場
所
で
も
あ
っ
た
［
宮
宅
潔

二
○
一
一
］。
漢
代
官
制
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
獄
官
が
多
い

こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
大
庭
脩　

一
九
八
二
］。

宮
宅
潔
に
よ
れ
ば
、
前
漢
時
代
に
は
、
長
安
の
中
央
官
署
に
多
く

の
獄
（
二
六
所
）
が
設
け
ら
れ
、
と
り
わ
け
少
府
属
官
に
偏
在
し

て
い
た
（
少
府
ま
た
は
元
来
少
府
に
属
し
て
い
た
も
の
を
含
め
る

と
一
〇
カ
所
に
及
ぶ
）。
少
府
属
官
に
は
未
央
宮
や
上
林
苑
内
に

官
署
を
構
え
る
も
の
が
含
ま
れ
、
宮
人
や
高
位
者
を
収
容
し
て
お

く
に
は
格
好
の
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
本
来
、
作
事
官
府
で
、

刑
徒
や
官
奴
婢
を
管
轄
す
る
部
署
で
あ
っ
た
の
で
、
被
疑
者
や
罪

人
を
収
容
・
監
視
す
る
た
め
の
施
設
と
人
員
が
存
在
し
た
［
宮
宅

潔　

二
○
一
一
］。
漢
印
に
は
、前
漢
晩
期
と
さ
れ
る「
若
盧
令
印
」

が
あ
る
［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］。

　
　

�

○
考
工　

秦
封
泥
に
、「
少
府
工
室
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東

之　

二
〇
〇
〇
］。
ま
た
、「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
右
工
室
が

あ
り
、
官
秩
は
六
百
石
と
し
て
見
え
る
。
封
泥
に
は
、
前
漢
早
期

か
ら
中
期
と
さ
れ
る
「
左
工
室
印
」、「
右
工
室
丞
」
が
あ
る
が
［
孫

慰
祖　

一
九
九
三
］、
こ
れ
ら
と
考
工
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
　

�

○
左
弋　

秦
封
泥
に
、「
佐
弋
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。
職
掌
に
つ
い
て
は
（
９
）
補
注
の
「
佽
飛
」
を
参
照
。

　
　

�

○
居
室　

秦
封
泥
に
、「
居
室
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
居
室
は
、
官
秩
は
六
百

石
と
し
て
見
え
る
。
封
泥
に
は
、
前
漢
中
期
と
さ
れ
る
「
居
室
丞

印
」
が
あ
る
［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］。
加
藤
繁
は
、『
史
記
』
巻

一
○
七
・
灌
夫
列
伝
や『
漢
書
』巻
五
四
・
蘇
武
伝
に「
居
室（
保
室
）

に
収
繋
し
た
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
に
獄
が
あ
っ
た
こ
と
、

同
時
に
巻
八
八
・
儒
林
伝
・
瑕
丘
江
公
の
条
に
「
江
博
士
が
死
ん

だ
の
で
、
周
慶
と
丁
姓
を
徴
し
て
保
宮
で
詔
を
待
た
せ
た
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、単
に
獄
だ
け
の
場
所
で
は
な
い
と
い
う
。ま
た
、『
史

記
』
巻
一
〇
七
・
灌
夫
列
伝
の
集
解
に
「
如
淳
が
い
う
。
百
官
表

に
「
居
室
は
保
宮
と
改
名
し
た
」
と
い
う
。
今
の
守
宮
で
あ
る
」

と
い
い
、
後
漢
の
守
宮
に
擬
し
て
い
る
が
、
百
官
志
の
守
宮
の
条

に
は
「
本
注
に
い
う
、
御
紙
筆
墨
を
掌
る
。
尚
書
の
財
用
諸
物
及

び
封
泥
に
及
ぶ
」
と
あ
り
、
前
漢
の
居
室
・
保
室
の
職
掌
に
適
合

し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
官
は
宮
殿
を
は
じ
め
宮
廷
の
建
物
を
管



七

理
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。

　
　

�
○
司
空　

睡
虎
地
秦
簡
、「
二
年
律
令
」
秩
律
、
秦
封
泥
や
秦
陶

文
な
ど
の
出
土
文
字
史
料
に
拠
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
司
空
職
が
見

え
、
司
空
の
分
化
・
配
置
の
状
況
が
窺
え
る
。
百
官
表
で
は
、
宗

正
の
属
官
に
都
司
空
、
少
府
属
官
に
左
右
司
空
、
水
衡
都
尉
属
官

に
水
司
空
が
見
え
、
宗
正
・
少
府
と
い
っ
た
、
皇
室
経
営
と
深
く

関
わ
る
部
署
に
所
属
す
る
の
が
司
空
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

の
職
掌
は
、
土
木
工
事
の
管
掌
で
あ
り
、
こ
の
事
業
を
遂
行
す
る

た
め
に
、
司
空
が
恒
常
的
に
一
定
量
の
労
働
力
を
維
持
・
管
理
し
、

そ
の
中
に
刑
徒
も
含
ま
れ
て
い
た
［
宮
宅
潔　

二
○
一
一
］。

　
　

�　

秦
封
泥
に
、「
左
司
空
」・「
右
司
空
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路

東
之　

二
〇
〇
〇
］。
ま
た
、
前
漢
晩
期
と
さ
れ
る
「
左
司
空
」

の
封
泥
が
あ
る
［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］。

　
　

�

○
東
織
室
・
西
織
室　
「
二
年
律
令
」
秩
律
で
は
、
東
織
・
西
織

が
あ
り
、
官
秩
は
六
百
石
と
し
て
見
え
る
。

　
　

�

○
東
園
匠
は
、
陵
内
の
器
物
、
つ
ま
り
副
葬
品
の
製
作
を
掌
る

と
考
え
ら
れ
る
。
漢
代
で
は
功
臣
に
「
東
園
秘
器
」「
東
園
温

明
」
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
見
ら
れ
（
巻
六
八
・
霍
光
伝
、
巻

八
一
・
孔
光
伝
、
巻
九
三
・
侫
幸
伝
・
董
賢
）、
こ
れ
ら
は
東
園

匠
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
皇
室
専
用
の
副
葬
品
や
葬

具
を
下
賜
す
る
こ
と
で
皇
帝
の
恩
寵
を
示
す
役
割
が
あ
っ
た
。
西

安
市
東
南
郊
で
発
見
さ
れ
た
前
漢
初
期
の
列
侯
級
の
大
墓
か
ら

は
「
東
園
□
□
」
と
書
か
れ
た
陶
罐
が
出
土
し
て
お
り
［
鄭
洪
春

一
九
九
〇
］、
東
園
製
の
副
葬
品
が
下
賜
さ
れ
て
い
た
実
例
と
い

え
る
。
ま
た
、
副
葬
品
だ
け
で
な
く
、
陵
墓
に
使
用
さ
れ
る
部
材

の
製
作
に
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
帝
の
生
母
で
あ
る

薄
太
后
の
南
陵
の
西
北
で
は
犀
、
パ
ン
ダ
、
馬
、
羊
、
犬
な
ど
を

埋
葬
し
た
陪
葬
坑
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
坑
内
に
は
磚
で
囲
い
が

作
ら
れ
て
い
た
が
、磚
に
は「
東
園
」と
ス
タ
ン
プ
さ
れ
て
お
り［
王

学
理  

一
九
八
一
］、東
園
匠
が
製
作
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
後
出
の
将
作
少
府
属
官
の
東
園
主
章
と
の

関
係
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
5)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
胞
人
は
、
宰き
り

割も
り

を
掌
る
者
で
あ
る
。
胞

と
庖
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

銭
大
昭
が
い
う
。（
古
く
は
）庖
は
胞
に
作
る
こ
と
が
あ
る
。

『
礼
記
』
祭
統
篇
に
「
胞
は
、
畜
肉
の
係
の
下
役
で
あ
る
」
と
あ

る
。『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
に
は
「
殷
の
湯
王
は
胞
人
の
職
（
料
理
人
）

を
籠
に
し
て
伊
尹
を
手
に
入
れ
た
」
と
あ
り
、『
経
典
釈
文
』
に

は
「
胞
の
字
は
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
庖
の
字
に
作
る
も
の
も
あ

る
」
と
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
弁
疑
』
巻
九
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
庖
人
長
・
丞
は
、
百
官
志
三
に
よ
る
と
、
後

漢
で
は
廃
さ
れ
た
。
都
水
と
は
、
池
籞
を
掌
る
官
で
あ
り
、（
大

司
農
、
内
史
、
主
爵
中
尉
な
ど
に
見
え
る
都
水
と
は
）
別
に
少
府

に
属
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
巻
七
七
・
孫
宝
伝
に
「
民
が
少
府

か
ら
陂
沢
を
借
り
た
」
と
あ
る
か
ら
、
少
府
の
も
と
に
別
に
都
水

官
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
百
官
志
三
に
は
「
都
水
を
郡
国
に



八

属
さ
せ
た
」
と
あ
る
。
均
官
の
例
は
、
谷
永
伝
に
見
え
る
。

　
　�
　
沈
欽
韓
が
い
う
。（
巻
二
四
下
・
食
貨
志
下
に
よ
る
と
）「
王
莽

は
長
安
及
び
五
都
（
洛
陽
・
邯
鄲
・
臨
湽
・
宛
・
成
都
）
に
、
五

つ
の
均
官
を
設
置
し
」、「
五
穀
・
布
帛
・
糸
綿
の
物
産
は
、
均
官

が
本
来
の
価
格
で
取
る
よ
う
に
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
少
府

の
均
官
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
来
は
商
人
を
掌
る
者
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
均
官
長
・
丞
は
、
百
官
志
に
は
記
載
が
な
い
（
以
上
、『
漢

書
疏
証
』
巻
四
）。

　
　

� �

考
証　

王
先
謙
補
注
本
は
「
銭
大
昕
」
と
す
る
が
「
銭
大
昭
」
の

誤
り
で
あ
る
。

　
　

�

○
秦
封
泥
に
、「
都
水
」が
あ
る［
周
暁
陸
・
路
東
之　

二
〇
〇
〇
］。

「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
、
都
水
は
、
官
秩
は
六
百
石
と
し
て
見

え
る
が
、
胞
人
と
均
官
は
見
え
な
い
。

　
　

�

○
陳
直
は
、
王
先
謙
が
沈
欽
韓
の
説
を
引
い
て
、
巻
二
四
下
・
食

貨
志
下
の
「
五
均
官
」を
も
っ
て
百
官
表
の「
均
官
」に
当
て
て
い

る
の
は
誤
り
だ
と
す
る
。「
遼
東
均
長
」
の
封
泥
や「
千
乗
均
監
」

の
印
か
ら
均
官
は
均
輸
官
の
略
称
で
あ
り
、
こ
こ
の「
均
官
」は
少

府
の
均
輸
の
こ
と
を
掌
る
と
考
え
て
い
る
［
陳
直　

一
九
七
九
］。

加
藤
繁
は
、
巻
八
五
・
谷
永
伝
に
「
永
が
経
費
節
約
の
た
め
、
大

官
・
導
官
・
中
御
府
・
均
官
等
の
用
度
を
減
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
た
」

の
を
み
れ
ば
、
均
官
は
単
に
市
価
を
掌
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
共

養
に
関
す
る
事
務
を
も
掌
っ
た
も
の
ら
し
い
が
、
詳
ら
か
で
な
い

と
す
る
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。

　
　

�

○
池
籞
は
、
池
上
に
藩
落
（
水
鳥
捕
獲
の
設
備
）
を
設
け
て
、
鳥

を
捕
ら
え
、
か
つ
養
う
よ
う
に
し
つ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
［
加
藤

繁　

一
九
五
二
］。

（
6)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。『
三
輔
黄
図
』
に
「
上
林
中
に
は
、
池

上
籞
が
五
箇
所
あ
る
」
と
い
う
が
、
百
官
表
本
文
で
は
十
池
監
と

い
っ
て
お
り
、
そ
の
数
は
未
詳
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
霍
光
伝
に「
女
医
淳
于
衍
の
夫
の
賞
は
、

永
安
池
監
に
な
る
こ
と
を
求
め
た
」
と
あ
る
。
こ
の
池
監
は
、
お

そ
ら
く
十
池
監
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
百
官
志
三
に
は
、
後

漢
で
は
上
林
十
池
監
を
廃
し
た
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　
『
三
輔
黄
図
』
巻
四
に
は
「
十
池
、上
林
苑
に
初
池
・
麋
池
・

牛
首
池
・
蒯
池
・
積
草
池
・
東
陂
池
・
西
陂
池
・
当
路
池
・
犬
台
池
・

郎
池
」
と
い
っ
た
名
称
が
見
え
る
。
ま
た
『
漢
旧
儀
』
に
は
「
上

林
苑
中
の
昆
明
池
・
鎬
池
・
牟
首
諸
池
」
と
も
見
え
る
。
顔
師
古

が
引
用
す
る
「
池
上
禦
五
所
」
は
『
三
輔
黄
図
』
佚
文
で
あ
る
。

　
　
　

補
注
に
「
霍
光
伝
」
と
あ
る
の
は
「
外
戚
伝
」
の
誤
り
で
あ
る
。

（
7)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
鈎
盾
は
近
隣
の
苑
囿
を
掌
り
、
尚
方
は

禁
中
の
器
物
を
作
る
こ
と
を
掌
り
、御
府
は
天
子
の
衣
服
を
掌
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
中
書
謁
者
令
の
例
は
、
楊
惲
伝
・
王
尊

伝
に
見
え
る
。
謁
者
令
の
例
は
、
外
戚
伝
に
見
え
る
。
中
書
令
の

例
は
、
霍
光
伝
・
朱
雲
伝
・
陳
湯
伝
・
京
房
伝
・
匡
衡
伝
・
游
侠
伝
・

佞
幸
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に
は
「
尚
書
令
一
人
、
官
秩
は
千

石
。
秦
設
置
の
も
の
を
継
承
し
た
。
武
帝
は
宦
官
を
用
い
、
中
書



九

謁
者
令
と
改
名
し
た
。
す
べ
て
の
人
事
異
動
及
び
尚
書
の
文
書
に

関
す
る
も
ろ
も
ろ
の
事
を
上
奏
・
下
達
す
る
の
を
掌
る
」
と
あ
る
。

巻
一
〇
・
成
帝
紀
の
臣
瓉
注
に
は
「
漢
初
、
中
人
（
宦
官
）
に
中

謁
者
令
が
い
た
。
武
帝
は
、
中
謁
者
令
に
「
書
」
字
を
加
え
て
中

書
謁
者
令
と
し
た
」
と
あ
る
。
私
が
考
え
る
に
、昭
帝
の
時
に
は
、

尚
書
が
あ
り
、
明
ら
か
に
中
書
と
は
別
の
官
で
あ
っ
て
、
百
官
志

三
に
「
尚
書
を
あ
ら
た
め
て
中
書
と
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
は

誤
り
で
あ
る
。
中
書
が
尚
書
の
任
務
を
兼
ね
て
、
こ
れ
を
中
尚
書

と
も
言
っ
た
例
は
、
巻
七
七
・
蓋
寛
饒
伝
に
見
え
る
。『
唐
六
典
』

巻
九
・
中
書
令
に
「
武
帝
は
後
庭
で
遊
宴
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
こ
と
さ
ら
に
宦
官
を
用
い
た
。
司
馬
遷
が
宮
刑
を
受
け
中
書

令
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
こ
の
職
で
あ
る
。
謁
者
と
言
っ
て
い
な

い
の
は
、文
字
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
」と
あ
る
。
洪
邁
は「
中
書
・

尚
書
令
は
、
前
漢
で
は
少
府
の
属
官
で
あ
っ
た
。
後
漢
で
も
亦
た

少
府
に
属
し
て
い
た
。
機
密
重
要
事
項
を
扱
う
と
い
っ
て
も
、
公

卿
の
位
か
ら
は
非
常
に
遠
か
っ
た
。
魏
晋
以
来
、
次
第
に
重
ん
ぜ

ら
れ
、
唐
に
な
る
と
遂
に
三
省
の
長
官
と
な
り
、
真
の
宰
相
の
任

務
に
つ
け
ら
れ
た
」
と
い
う
（『
容
斎
随
筆
』
巻
一
二
・
三
省
長
官
）。

　
　

�

○
黄
門
令
の
例
は
、芸
文
志
・
孔
光
伝
に
見
え
る
。百
官
志
三
に「
黄

門
令
は
、
宦
官
で
、
禁
中
の
す
べ
て
の
宦
官
を
掌
る
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
鈎
盾
の
例
は
、
昭
帝
紀
・
五
行
志
・
陳
咸
伝
・
王
莽
伝
に
見
え
る
。

鈎
盾
令
の
例
は
、京
房
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に
「
鈎
盾
令
は
、

宦
官
で
あ
る
。
す
べ
て
の
近
隣
の
池
・
苑
囿
・
游
観
の
場
所
を
掌

る
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
尚
方
の
例
は
、
周
亜
夫
伝
・
朱
雲
伝
・
谷
永
伝
に
見
え
る
。
百

官
志
三
に
「
尚
方
令
は
、
優
れ
た
技
術
者
・
御
物
た
る
刀
剣
・
す

べ
て
の
名
器
を
掌
る
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
御
府
の
例
は
、
谷
永
伝
・
王
莽
伝
に
み
え
る
。
御
府
令
の
例
は
、

霍
光
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に
「
御
府
令
は
、
宦
官
で
あ
る
。

官
婢
が
宮
中
の
衣
服
の
製
作
・
補
修
・
洗
濯
な
ど
を
す
る
の
を
掌

る
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
永
巷
の
例
は
、
呂
后
伝
に
見
え
る
。
後
に
掖
庭
と
改
称
し
た
。

掖
庭
令
の
例
は
、
宣
帝
紀
・
霍
光
伝
・
張
安
世
伝
・
丙
吉
伝
・
外

戚
伝
に
見
え
る
。
掖
庭
丞
の
例
は
、
外
戚
伝
に
見
え
る
。
掖
庭
官

吏
の
例
は
、
陳
咸
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に
「
永
巷
令
は
、
宦

官
で
あ
る
。
宮
婢
・
侍
使
を
掌
る
」
と
あ
る
。

　
　

�

○
内
者
令
の
例
は
、
劉
屈
氂
伝
・
外
戚
伝
の
孝
宣
許
皇
后
の
条
・

王
莽
伝
上
に
見
え
る
。
内
謁
者
令
の
例
は
、
宣
帝
紀
・
丙
吉
伝
に

見
え
る
。
百
官
志
三
に
「
内
者
令
は
、
宮
中
の
幃
帳
幔
幕
・
す
べ

て
の
布
帛
類
を
掌
る
」
と
あ
る
。　
　
　
　

　
　

�

○
宦
者
署
の
例
は
、
東
方
朔
伝
・
劉
歆
伝
・
蘇
武
伝
・
翼
奉
伝
に

見
え
る
。
宦
者
令
の
例
は
、
東
平
王
宇
伝
に
見
え
る
。
宦
者
丞
の

例
は
、
外
戚
伝
に
見
え
る
。

　
　

�　

黄
門
よ
り
以
下
は
、
後
漢
で
は
、
令
は
、
各
一
人
、
官
秩
は

六
百
石
で
あ
る
。
丞
は
各
一
人
。
た
だ
し
、
内
者
だ
け
は
左
丞
・

右
丞
が
各
一
人
い
た
。
宦
者
令
・
丞
は
、
後
文
に
見
え
る
。
七
の



一
〇

字
は
、
官
本
は
八
に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
正
し
い
。

　
　

� �
考
証　

〇
中
書
謁
者
令　

王
先
謙
は
、
百
官
志
三
に
書
か
れ
た
尚

書
の
職
掌
で
あ
る
「
す
べ
て
の
人
事
異
動
及
び
尚
書
の
文
書
に
関

す
る
も
ろ
も
ろ
の
事
を
上
奏
・
下
達
す
る
の
を
掌
る
」
は
、
中
書

の
職
掌
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
「
中
書
は
尚
書
の
任

務
を
兼
ね
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
秦
封
泥
に
、「
中
謁
者
」

が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之　

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律

に
も
中
謁
者
が
見
え
、官
秩
は
六
百
石
で
あ
る
の
で「
令
」で
あ
る
。

　
　

�

○
黄
門　

加
藤
繁
は
、
巻
六
八
・
霍
光
伝
の
顔
師
古
注
に
「
黄
門

の
官
署
は
、
職
務
が
天
子
に
親
近
で
天
子
に
供
給
す
る
。
多
く
の

物
が
こ
の
署
に
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
黄
門
は
種
々
雑
多
の

事
物
を
掌
り
、
乗
輿
狗
馬
、
角
抵
、
倡
優
な
ど
を
も
掌
っ
た
。
ま

た
、
画
工
が
こ
こ
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
巻
六
八
・
霍
光
伝

に
見
え
、「
一
芸
一
能
あ
る
士
」
は
こ
こ
に
出
仕
し
て
詔
を
待
っ

た
ら
し
い
と
い
う
。
そ
の
他
属
官
に
、
黄
門
馬
監
（
巻
六
八
・
金

日
磾
伝
）、
黄
門
狗
監
（
巻
五
七
上
・
司
馬
相
如
伝
）、
黄
門
倡
監

（
巻
六
五
・
東
方
朔
伝
）
が
あ
る
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。
ま
た
、

注
（
8
）
補
注
及
び
考
証
も
参
照
。

　
　

�

〇
御
府　

秦
封
泥
に
、「
御
府
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」秩
律
に
も
御
府
が
見
え
、
官
秩
は

六
百
石
で
あ
る
の
で
「
令
」で
あ
る
。
加
藤
繁
は
、
御
府
の
職
掌

は
金
銭
の
管
理
よ
り
刀
剣
玉
器
采
繒
の
管
理
に
ま
で
及
ん
で
お

り
、「
少
府
に
於
け
る
唯
一
の
金
銭
庫
で
あ
り
、
金
銭
出
納
を
掌
る

も
の
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
」と
す
る
［
加
藤
繁　

一
九
五
二
］。

　
　

�

〇
永
巷　

秦
封
泥
に
、「
永
巷
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は
長
信
永
巷
が
見
え
、
官
秩

は
六
百
石
で
あ
る
の
で
「
令
」
で
あ
る
。

　
　

�

〇
内
者　

秦
封
泥
に
、「
内
者
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律
に
も
内
者
が
見
え
、
官
秩
は

六
百
石
で
あ
る
の
で
「
令
」
で
あ
る
。

　
　

�　
『
三
輔
黄
図
』
巻
三
に
「
内
謁
者
署
は
、
未
央
宮
に
あ
り
、
少

府
に
属
し
た
。『
続
漢
書
』
に
は
「
宮
中
の
歩
帳
・
褻
物
を
掌
る
」

と
あ
り
、
丁
孚
『
漢
官
』
に
「
令
の
官
秩
は
千
石
」」
と
あ
る
。

　
　

�

〇
宦
者　

秦
封
泥
に
、「
宦
者
」
が
あ
る
［
周
暁
陸
・
路
東
之

二
〇
〇
〇
］。「
二
年
律
令
」
秩
律
に
も
宦
者
が
見
え
、
官
秩

は
六
百
石
で
あ
る
の
で
「
令
」
で
あ
る
。
ま
た
、
前
漢
早
期

と
さ
れ
る
「
宦
者
丞
印
」
の
封
泥
と
印
が
あ
る
［
孫
慰
祖

一
九
九
三
］。

（
8)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
中
黄
門
は
宦
官
で
、
禁
中
に
い
て
黄
門

の
内
側
で
給
事
す
る
者
で
あ
る
。

　
　

��

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
二
に
「
虎
賁
中
郎
将
の
下
に
、

左
右
僕
射
が
あ
る
。
虎
賁
郎
の
習
射
を
掌
る
」と
あ
る
。
ま
た
、「
謁

者
僕
射
一
人
、謁
者
台
の
統
率
者
で
あ
り
、謁
者
を
掌
る
」と
あ
る
。

ま
た
「
中
黄
門
冗
従
僕
射
一
人
、
宦
官
で
あ
る
。
中
黄
門
冗
従
を

掌
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
「
も
ろ
も
ろ
の
僕
射
」
で
あ
る
。
巻

四
九
・
袁
盎
伝
に
は
、郎
署
長
が
あ
る
。
巻
五
〇
・
馮
唐
伝
に
は「
郎



一
一

中
署
長
と
な
る
」
と
あ
る
。
巻
八
〇
・
儒
林
伝
に
「
孟
喜
が
曲
台

署
長
と
な
る
」
と
あ
る
。
百
官
志
三
に
「
黄
門
署
長
・
画
室
署
長
・

玉
堂
署
長
・
丙
署
長
が
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
「
も
ろ
も
ろ
の

署
長
」で
あ
る
。ま
た「
中
黄
門
は
禁
中
に
給
事
す
る
こ
と
を
掌
る
」

と
あ
る
。
後
漢
で
は
「
官
秩
は
比
百
石
で
、
宦
官
で
あ
り
、
定
員

が
な
い
。
後
に
、
比
三
百
石
に
増
秩
さ
れ
た
」。
中
黄
門
の
例
は
、

霍
光
伝
・
江
充
伝
・
毋
将
隆
伝
・
谷
永
伝
・
佞
幸
伝
・
外
戚
伝
・

王
莽
伝
上
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

注
で
顔
師
古
が
言
う
「
給
事
」
に
つ
い
て
は
、
巻
五
九
・

張
安
世
伝
に
、
郎
と
な
っ
た
安
世
が
「
書
を
善
く
す
る
こ
と
で
尚

書
に
給
事
し
た
」
と
あ
り
、
顔
師
古
注
は
「
尚
書
中
に
於
い
て
給

事
す
る
の
で
あ
る
。
給
と
は
供
の
義
で
あ
る
」
と
す
る
。
す
な
わ

ち
給
事
と
は
、
あ
る
人
物
が
何
ら
か
の
職
務
に
供
給
さ
れ
る
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　

ま
た
「
黄
門
」
に
関
し
て
は
、『
後
漢
書
』
巻
七
八
・
宦
者
伝

の
李
賢
注
に
「
董
巴
の
輿
服
志
に
い
う
。
禁
門
を
黄
闥
と
い
い
、

宦
官
が
こ
れ
を
掌
る
。
ゆ
え
に
（
そ
の
官
を
）
黄
門
と
い
う
」
と

あ
る
よ
う
に
、
黄
闥
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
黄
色
に

塗
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
黄
門
と
は
、
禁
中
（
宮
中

に
お
け
る
皇
帝
の
私
的
空
間
）
に
出
入
す
る
た
め
の
門
で
あ
る
。

禁
中
に
つ
い
て
は
［
米
田
健
志　

二
〇
〇
五
］
参
照
。

（
9)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
佽
飛
の
例
は
、
宣
帝
紀
に
見
え
る
。
臣

瓉
注
に
「
上
林
苑
中
で
は
、
矰そ
う

繳き
ょ
う（

い
ぐ
る
み
、
ひ
も
付
き
の
矢

の
こ
と
）
を
結
び
鳧か
も

・
雁
を
射
て
、
歳
ご
と
に
一
万
羽
、
そ
れ
を

宗
廟
に
供
え
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
趙
充
国
伝
に
見
え
る
。
保
宮

の
例
は
、
蘇
武
伝
・
儒
林
伝
に
見
え
る
。
掖
廷
は
掖
庭
に
も
作
る
。

劉
輔
伝
・
韓
嫣
伝
・
匈
奴
伝
に
見
え
る
。

　
　

� �

考
証　

〇
佽
飛　

佽
飛
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
臣
瓉
は
『
説
文

解
字
』
八
上
の
「
佽
は
便
利
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
に
基

づ
き
、
矰
繳
が
鳧
雁
を
捕
ら
え
る
の
に
便
利
な
た
め
、
佽
飛
と
名

づ
け
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
巻
八
・
宣
帝
紀
の
注
に
引
く
服

虔
の
説
で
は
、
周
の
時
に
渡
江
す
る
船
を
覆
そ
う
と
し
た
越
人
を

殺
し
た
人
物
の
こ
と
と
し
、
漢
で
は
そ
の
力
の
強
さ
に
因
ん
で
官

名
と
し
た
と
い
う
。
同
注
に
引
く
如
淳
も
『
呂
氏
春
秋
』
を
引
用

し
渡
江
時
に
船
を
襲
っ
た
蛟
を
殺
し
た
茲
非（
佽
飛
と
音
が
近
い
）

の
故
事
を
引
き
、
こ
れ
に
因
ん
で
官
名
と
し
た
と
述
べ
て
お
り
、

力
の
強
い
人
物
の
名
に
由
来
す
る
と
い
う
点
で
服
虔
と
同
じ
考

え
で
あ
る
。
顔
師
古
も
服
・
如
説
を
支
持
す
る
。
な
お
、［
陳
直

一
九
七
九
］
に
よ
れ
ば
「
佽
飛
官
当
」「
次
蜚
官
当
」
の
瓦
当
が

出
土
し
て
い
る
。

　
　

〇
保
宮　

注
（
４
）
の�

考
証
の
居
室
を
参
照
。

（
10)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。百
官
志
三
に
は「
掖
庭
は
、宦
官
で
あ
る
。

後
宮
の
貴
人
・
采
女
の
事
を
掌
る
」
と
あ
る
。
後
漢
で
は
「
令
一

人
（
前
漢
の
永
巷
令
で
あ
る
。
後
漢
で
は
分
割
し
て
二
令
と
な
っ

た
）、官
秩
は
六
百
石
。
左
・
右
丞
、（
暴
室
丞
）
各
一
人
」
で
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

百
官
表
に
は
見
え
な
い
が
、
少
府
の
属
官
に
暴
室
と
い
う



一
二

官
署
が
あ
っ
た
（
巻
八
・
宣
帝
紀
、
巻
九
七
・
外
戚
伝
）。
巻
八
・

宣
帝
紀
の
注
に
「
応
劭
が
い
う
。
暴
室
は
、宮
人
の
獄
な
り
。
今
、

薄
室
と
い
う
」
と
。
ま
た
「
師
古
が
い
う
。
暴
室
は
、
掖
庭
の
織

作
染
練
を
つ
か
さ
ど
る
署
で
、
故
に
こ
れ
を
暴
室
と
い
う
。
暴
曬

（
曝
曬
、
布
を
さ
ら
す
こ
と
）
を
と
っ
て
名
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
暴
室
の
職
務
が
多
く
、
獄
を
置
い
て
罪
人
を
取
り
調
べ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、自
然
と
暴
室
獄
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

本
来
、獄
の
名
で
は
な
い
。
応
劭
の
説
は
適
切
で
な
い
」
と
あ
る
。

王
先
謙
引
用
の
百
官
志
三
「
掖
庭
令
」
の
後
文
に
「
暴
室
丞
各
一

人
。
本
注
に
い
う
。
宦
官
で
あ
る
。
暴
室
丞
は
、
中
婦
人
の
疾
病

の
者
を
掌
り
、
こ
の
室
で
治
療
し
た
。
皇
后
や
貴
人
に
罪
が
あ
れ

ば
こ
の
室
に
收
繋
し
た
」
と
あ
る
。

（
11)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
三
に
は
「
宦
者
・
昆
台
・
佽
飛

の
三
令
・
二
十
一
丞
を
廃
し
た
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
署
に
各

一
令
が
お
り
、
さ
ら
に
宦
者
に
七
丞
、
昆
台
に
五
丞
、
佽
飛
に
九

丞
、
こ
れ
を
合
わ
せ
て
二
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
12)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
一
〇
・
成
帝
紀
に
「
中
書
宦
官
を
罷

め
る
」
と
あ
る
の
は
、
百
官
志
三
に
あ
る
「
成
帝
が
一
般
官
人
を

用
い
、
元
に
戻
し
た
」
こ
と
で
あ
る
。
中
謁
者
の
例
は
、
賈
捐
之

伝
に
見
え
る
。中
謁
者
令
の
例
は
、毋
将
隆
伝
・
外
戚
伝
に
見
え
る
。

（
13)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
一
〇
・
成
帝
紀
の
顔
師
古
注
に
引
く

『
漢
旧
儀
』に「
尚
書
四
人
が
四
曹
と
な
る
。常
侍
曹
尚
書
は
、丞
相
・

御
史
の
事
を
掌
り
、
二
千
石
曹
尚
書
は
、
刺
史
・
二
千
石
の
事
を

掌
り
、
戸
曹
尚
書
は
、
庶
人
の
上
書
の
事
を
掌
り
、
主
客
曹
尚
書

は
、外
国
の
事
を
掌
る
。成
帝
は
五
人
を
設
置
し
、三
公
曹
が
お
り
、

断
獄
の
事
を
掌
る
」
と
あ
る
。
考
え
る
に
、
尚
書
僕
射
は
、
別
に

前
文
（
郎
中
令
の
項
）
の
僕
射
の
下
に
見
え
る
。

（
14)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
中
謁
者
丞
の
例
は
、
巻
一
〇
・
成
帝

紀
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に
「
文
書
・
出
頭
日
時
を
総
括
す
る
こ

と
を
掌
る
」
と
あ
る
。
後
漢
で
は
、
左
・
右
丞
各
一
人
、
官
秩
は

四
百
石
。

　
　

� �

考
証　

王
先
謙
が
例
を
挙
げ
た
中
謁
者
丞
は
、
中
書
謁
者
令
の
丞
で

あ
る
。な
お
尚
書
丞
の
例
は
、『
史
記
』巻
六
〇
・
三
王
世
家
に
見
え
る
。

（
15)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
巻
七
二
・
貢
禹
伝
に
「
東
西
織
室
」
と

称
し
て
い
る
が
、
織
室
は
両
者
の
総
称
で
あ
る
。
東
織
を
廃
し
た

た
め
に
、
西
織
を
織
室
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
織

室
の
例
は
、
谷
永
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
三
に
後
漢
で
は
「
織
室

令
を
廃
し
、
丞
を
置
く
」
と
あ
る
。

（
16)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
巻
一
一
・
哀
帝
紀
に
見

え
る
。

（
17)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
共
工
の
例
は
、
劉
輔
伝
に
見
え
る
。
ま

た
宋
弘
が
共
工
と
な
っ
た
こ
と
は
、『
後
漢
書
』
巻
二
六
・
宋
弘

伝
に
見
え
る
。

　
　

� �
考
証　

王
莽
期
の
始
建
国
元
年
（
九
）
に
、『
尚
書
』
舜
典
に
見
え

る
垂
を
共
工
に
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
「
少
府
」
を
「
共
工
」
と
改

名
し
た
（
巻
九
九
中
・
王
莽
伝
中
）。
少
府
が
共
工
と
改
名
さ
れ
た



一
三

こ
と
に
つ
い
て
は
、［
百
官
表
訳
注　

二
〇
一
一
］
の
注
17
の�

考
証

参
照
。

一
六
、
中
尉

原
文

　
中
尉
、
秦
官
（
1
）。
掌
徼
循
京
師
（
2
）。
有
兩
丞
・
候
・
司
馬
・

千
人
（
3
）。
武
帝
太
初
元
年
、
更
名
執
金
吾
（
4
）。
屬
官
有
中
壘
・

寺
互
・
武
庫
・
都
船
四
令
・
丞
（
5
）。
都
船
・
武
庫
有
三
丞
、
中
壘

兩
尉
（
6
）。
又
式
道
左
右
中
候
・
候
丞
及
左
右
京
輔
都
尉
・
尉
丞
・

兵
卒
皆
屬
焉
（
7
）。
初
寺
互
屬
少
府
、
中
屬
主
爵
、
後
屬
中
尉
。

　
自
太
常
至
執
金
吾
、
秩
皆
中
二
千
石
、
丞
皆
千
石
（
8
）。

訓
読

　

中
尉
は
、秦
官
な
り（
1
）。
京
師
を
徼
循
す
る
を
掌
る（
2
）。
両
丞
・

候
・
司
馬
・
千
人
有
り
（
3
）。
武
帝
太
初
元
年
、
更
め
て
執
金
吾
と

名
づ
く
（
4
）。
属
官
に
中
塁
・
寺
互
・
武
庫
・
都
船
の
四
令
・
丞
有

り
（
5
）。
都
船
・
武
庫
に
三
丞
有
り
、
中
塁
に
両
尉
あ
り
（
6
）。
又

た
式
道
左
右
中
候
・
候
丞
及
び
左
右
京
輔
都
尉
・
尉
丞
・
兵
卒
は
皆
な

焉
に
属
す
（
7
）。
初
め
寺
互
は
少
府
に
属
し
、
中
ご
ろ
主
爵
に
属
し
、

後
に
中
尉
に
属
す
。

　

太
常
よ
り
執
金
吾
に
至
る
ま
で
、
秩
は
皆
な
中
二
千
石
、
丞
は
皆
な

千
石
（
8
）。

現
代
語
訳

　

中
尉
は
、
秦
官
で
あ
る
（
1
）。
都
を
巡
察
す
る
こ
と
を
掌
る

（
2
）。
二
丞
・
候
・
司
馬
・
千
人
が
あ
る
（
3
）。
武
帝
太
初
元
年
（
前

一
〇
四
）、
執
金
吾
と
改
名
し
た
（
4
）。

　

属
官
に
中
塁
・
寺
互
・
武
庫
・
都
船
の
四
令
・
丞
が
あ
る
（
5
）。
都
船
・

武
庫
に
は
三
丞
が
あ
り
、
中
塁
に
は
二
尉
が
あ
る
（
6
）。
ま
た
式
道

左
候
・
式
道
右
候
・
式
道
中
候
と
そ
の
候
丞
及
び
左
輔
都
尉
・
右
輔
都

尉
・
京
輔
都
尉
と
そ
の
尉
丞
や
兵
卒
は
い
ず
れ
も
こ
れ
に
属
す
（
7
）。

　

寺
互
は
、
は
じ
め
は
少
府
に
属
し
て
お
り
、
中
ご
ろ
は
主
爵
中
尉
に

属
し
、
後
に
中
尉
に
属
し
た
。

　

太
常
か
ら
執
金
吾
ま
で
、
官
秩
は
い
ず
れ
も
中
二
千
石
で
、
そ
の
丞

は
い
ず
れ
も
千
石
で
あ
る
（
8
）。

注
釈

（
1)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。『
華
陽
国
志
』
巻
三
・
蜀
志
に
秦
の
中

尉
田
真
黄
の
例
が
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
巻
四
三
・
趙
世
家
に
「
趙

の
烈
侯
は
荀
欣
に
官
を
与
え
て
、
中
尉
と
し
た
」
と
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
官
は
秦
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。

（
2)�

注　

如
淳
が
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
遊
徼
が
巡
察
し
て
盗
賊
を
取

り
締
ま
る
」
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　�
　
顔
師
古
が
い
う
。
徼
と
は
、
巡
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
徼
の
音

は
、
工
釣
の
反
。

　
　

�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
四
に
「
宮
外
に
て
非
常
事
態
や



一
四

火
災
、
水
害
に
備
え
る
こ
と
を
掌
り
、
月
に
三
回
宮
外
を
巡
視
し
、

及
び
兵
器
を
掌
る
」
と
あ
る
。

　
　

� �
考
証　

百
官
志
四
・
執
金
吾
の
条
の
劉
昭
注
に「
胡
広
が
い
う
。「
衛

尉
は
宮
中
を
巡
行
し
、
金
吾
は
外
を
見
ま
わ
り
、
た
が
い
に
表
裏

を
な
し
、
姦
猾
を
討
伐
す
る
」」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
衛
尉
が
衛

士
を
率
い
て
宮
城
の
城
門
及
び
宮
城
内
を
警
備
し
た
（
こ
れ
を
南

軍
と
い
う
）
の
に
対
し
、
中
尉
（
執
金
吾
）
は
、
長
安
城
及
び
京

師
の
警
備
を
担
当
し
た
（
こ
れ
を
北
軍
と
い
う
）
こ
と
を
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
漢
初
に
お
い
て
は
、中
尉
は
長
安
城
及
び
三
輔（
京

兆
尹
・
左
馮
翊
・
右
扶
風
）
の
地
区
を
警
備
し
た
。
の
ち
「
武
帝

の
元
鼎
四
年
（
前
一
一
三
）
に
左
・
右
輔
都
尉
が
中
尉
か
ら
左
右

内
史
に
移
管
さ
れ
、
そ
の
後
の
三
輔
分
立
に
伴
っ
て
京
輔
都
尉
が

設
置
さ
れ
た
」［
山
田
勝
芳　

一
九
八
四
］。
百
官
表
の
中
尉
の
職

掌
は
、
三
輔
都
尉
が
設
置
さ
れ
た
武
帝
以
後
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

�　

游
徼
は
県
の
属
官
で
、
百
官
表
・
県
令
の
項
に
「
游
徼
は
巡
察

し
て
盗
賊
を
取
り
締
ま
る
」
と
あ
る
の
を
引
用
し
て
い
る
。

（
3)�

注　

顔
師
古
が
い
う
。
候
・
司
馬
・
千
人
は
、
い
ず
れ
も
官
名

で
あ
る
。
属
国
都
尉
の
条
に
は
「
丞
・
候
・
千
人
」、
西
域
都
護

の
条
に
「
司
馬
・
候
・
千
人
は
、
各
二
人
」
と
い
う
。
こ
の
千
人

は
い
ず
れ
も
官
名
で
あ
る
。

　
　

�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
中
尉
丞
の
例
は
、百
官
表
下
に
見
え
る
。

執
金
吾
の
候
の
例
は
、
平
帝
紀
に
見
え
る
。
中
司
馬
の
例
は
、
季

布
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
四
に
よ
れ
ば
、後
漢
で
は
一
丞
で
あ
る
。

（
4)�

注　

応
劭
が
い
う
。
吾
と
は
、禦
（
ふ
せ
ぐ
）
の
こ
と
で
あ
る
。

金
革
（
刀
剣
と
甲
冑
）
を
執
っ
て
、
非
常
事
態
を
禦
ぐ
こ
と
を
つ

か
さ
ど
る
の
で
あ
る
。

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
金
吾
と
は
、
鳥
の
名
で
あ
り
、
不
祥
を
避
け

る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。
中
尉
は
、
天
子
が
出
行
す
る
と
き
、
先

導
を
つ
と
め
、
非
常
を
禦
ぐ
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
こ
の
鳥
を
象か
た
どっ

た
儀
仗
を
手
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
ち
な
ん
で
官
名
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

�

補
注　

兪
樾
が
い
う
。
晋
・
崔
豹
『
古
今
注
』
巻
上
・
輿
服
に
「
金

吾
と
は
、
棒
の
こ
と
で
あ
る
。
銅
で
作
り
、
黄
金
を
両
端
に
塗
る
。

御
史
大
夫
・
司
隷
校
尉
も
ま
た
こ
れ
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。
御

史
・
校
尉
・
郡
守
・
都
尉
・
県
長
の
類
は
、
い
ず
れ
も
木
で
吾
を

作
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
漢
の
制
度
に
は
金
吾
や
木
吾

が
あ
る
の
で
あ
り
、
金
吾
を
鳥
の
名
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
吾
と
は
、
実
は
大
棒
の
名
の
こ
と
で
あ
り
、
大
棒
で
非
常
事

態
を
禦
い
だ
た
め
、
吾
を
も
っ
て
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。
執
金
吾

と
は
こ
の
棒
を
執
る
こ
と
で
あ
る
。
応
劭
説
は
、『
古
今
注
』
の

記
述
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、初
め
て
そ
の
意
味
が
完
全
と
な
る
。

　
　�

　
周
寿
昌
が
い
う
。
巻
一
六
・
高
恵
高
后
文
功
臣
表
に
「
曲
成
侯

の
虫
達
は
、
高
祖
に
従
っ
て
碭
で
挙
兵
し
、
覇
上
に
至
り
、
執
金

吾
と
為
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
初
に
も
と
こ
の
官

が
あ
り
、
武
帝
の
時
に
元
に
戻
し
た
こ
と
が
分
か
る
（
以
上
、『
漢

書
注
校
補
』
巻
一
一
）。



一
五

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。
巻
九
九
・
王
莽
伝
中
に
、
奮
武
と
改
名
し
た

と
あ
る
。
百
官
志
四
に
は
、
後
漢
は
こ
れ
に
因
る
と
あ
る
。

　
　

� �
考
証　

補
注
に
引
く

樾
の
説
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。
周
寿
昌

は
曲
成
侯
虫
達
を
根
拠
に
漢
初
に
執
金
吾
の
官
が
あ
っ
た
と
す
る

が
、［
安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
は
、『
史
記
』
巻
一
八
・

高
祖
功
臣
侯
表
で
は
、
虫
達
は
蜂
起
の
の
ち
、「
覇
上
に
至
り
、

執
珪
と
為
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
執
金
吾
」
で
は
な
く
「
執
珪
」

と
す
る
こ
と
、『
漢
書
』
に
周
昌
、
曹
参
が
そ
れ
ぞ
れ
中
尉
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
説
を
退
け
る
。
さ
ら
に
、
仮
に
高
恵
高

后
文
功
臣
表
の
記
載
が
正
し
い
と
し
て
も
、
虫
達
が
「
執
金
吾
」

と
な
っ
た
後
、
二
隊
将
と
い
う
官
を
経
て
官
秩
比
二
千
石
の
都
尉

へ
と
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
地
位
は
低
い
と
し
て
い
る
。

　
　

�　

な
お
、
都
城
を
警
備
す
る
執
金
吾
は
、
と
り
わ
け
そ
の
車
騎
が

華
麗
で
人
目
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る
。
若
き
日
の
劉
秀
（
後
の
光

武
帝
）
が
長
安
で
執
金
吾
を
見
て
「
仕
官
し
た
な
ら
執
金
吾
と
な

り
た
い
」
と
言
っ
た
の
は
有
名
で
あ
る
（『
後
漢
書
』
巻
一
〇
・

光
烈
陰
皇
后
伝
）。

（
5)�

注　

如
淳
が
い
う
。『
漢
儀
注
』
に
「
寺
互
有
り
」
と
あ
る
。

都
船
獄
令
は
、
治
水
の
官
で
あ
る
。

　
　

�

補
注　

沈
欽
韓
が
い
う
。『
通
典
』
巻
一
四
八
・
兵
典
に
引
く
司

馬
穣
苴
の
説
に
「
五
人
を
伍
と
し
、
十
の
伍
を
隊
と
す
る
。
一
軍

は
全
部
で
二
百
五
十
隊
で
あ
る
。
余
奇
を
握
奇
と
す
る
の
で
、
一

軍
は
そ
の
う
ち
三
千
七
百
五
十
人
を
奇
兵
と
す
る
。
こ
の
七
十
五

隊
が
中
塁
で
あ
る
。
守
っ
て
い
る
土
地
は
六
千
尺
で
あ
る
。
積
算

す
れ
ば
四
里
と
な
る
。
中
塁
四
面
を
こ
れ
に
配
置
す
る
。
一
面
あ

た
り
の
土
地
は
三
百
里
と
な
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
中
塁
と
い
う

語
の
由
来
で
あ
る
（
以
上
、『
漢
書
疏
証
』
巻
五
上
）。

　
　�

　
王
先
謙
が
い
う
。武
庫
の
例
は
、毋
将
隆
伝
・
董
賢
伝
に
見
え
る
。

ま
た
雒
陽
に
も
武
庫
令
が
あ
る
こ
と
は
、
魏
相
伝
に
見
え
る
。
都

船
の
例
は
、
薛
宣
伝
・
王
嘉
伝
に
見
え
る
。
百
官
志
四
に
よ
れ
ば
、

武
庫
令
は
兵
器
を
主
管
す
る
。
後
漢
に
は
武
庫
令
・
丞
が
そ
れ
ぞ

れ
一
人
お
り
、
中
塁
・
寺
互
・
都
船
の
令
・
丞
を
廃
し
た
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

補
注
で
沈
欽
韓
が
引
用
す
る
『
通
典
』
は
現
『
通
典
』
と

文
字
の
異
同
が
あ
り
、「
七
十
五
」
を
「
七
十
二
」
に
、「
四
里
」

を
「
四
十
里
」
と
す
る
。『
通
典
』
に
引
用
さ
れ
た
司
馬
穣
苴
の

説
は
、節
略
が
あ
る
の
か
意
味
が
通
じ
な
い
。
沈
欽
韓
が
『
通
典
』

を
引
用
し
た
理
由
は
、
中
塁
が
古
く
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
示
す

こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
司
馬
穣
苴
が
述
べ
る
中
塁
と
中
尉
属
官

の
中
塁
校
尉
が
関
連
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。［
安
作
璋
・
熊
鉄

基　

一
九
八
四
］
は
、
中
塁
校
尉
は
北
軍
の
塁
門
を
管
轄
し
て
お

り
、
執
金
吾
の
属
官
で
あ
る
中
塁
令
が
何
を
管
掌
し
て
い
た
の
か

は
不
明
と
し
て
い
る
。

　
　

�　

寺
互
に
つ
い
て
、 ［
安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四
］
は
、「
互
」

は
元
々
「
枑
」
に
作
り
、「
枑
」
は
人
馬
の
通
行
を
遮
る
「
行

馬
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
官
府
の
門
の
警
備
を
掌
る
と

し
て
い
る
。
な
お
、
注
に
如
淳
が
『
漢
儀
注
』
を
引
用
し
て
い



一
六

る
が
、
孫
星
衍
は
『
漢
旧
儀
』
の
輯
佚
を
行
っ
た
際
に
「
寺
互

有
り
。
都
船
獄
令
は
、治
水
の
官
で
あ
る
」
ま
で
を
佚
文
と
す
る
。

こ
こ
で
は
周
天
游
の
校
勘
に
従
い
、「
寺
互
有
り
」
ま
で
を
『
漢

儀
注
』
の
引
用
と
し
、
以
下
は
如
淳
の
説
と
解
し
た
［
周
天
游

一
九
九
〇
］。

　
　

�　

武
庫
令
に
つ
い
て
、
そ
の
所
管
で
あ
っ
た
長
安
城
の
大
規
模
な

武
庫
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
［
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

所　

二
〇
〇
五
］。

　
　

�　

王
先
謙
の
い
う
雒
陽
の
武
庫
令
は
、
巻
七
四
・
魏
相
伝
に
「
大

将
軍
霍
光
が
魏
相
を
責
め
て
「
幼
主
が
即
位
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
函
谷
関
は
都
の
守
り
の
要
、
武
庫
は
精
兵
の
集
ま
る
と
こ
ろ

で
あ
る
た
め
、
丞
相
車
千
秋
の
弟
を
関
都
尉
に
、
子
を
武
庫
令
に

し
た
の
だ
」
と
い
う
」
と
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
雒
陽
の
武
庫
が

精
兵
の
集
結
す
る
軍
事
上
の
要
衝
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
雒
陽
の
武
庫
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
巻
一
〇
六
・
呉
王
濞

列
伝
に
、
呉
王
が
反
乱
を
起
こ
し
た
際
に
、
呉
の
少
将
桓
将
軍
が

「
呉
に
は
歩
兵
が
多
く
、歩
兵
は
険
し
い
土
地
に
有
利
で
す
。一
方
、

漢
に
は
戦
車
や
騎
馬
兵
が
多
く
、
そ
れ
ら
は
平
地
に
有
利
で
す
。

ど
う
か
大
王
に
お
か
れ
て
は
、
行
く
先
々
の
町
を
攻
略
せ
ず
に
軍

を
進
め
、
急
い
で
西
の
雒
陽
武
庫
に
よ
り
、
敖
倉
の
食
料
を
確
保

し
、
山
河
の
険
要
に
よ
り
な
が
ら
諸
侯
に
号
令
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
関
中
に
入
ら
ず
と
も
天
下
の
趨
勢
は

決
ま
り
ま
し
ょ
う
」
と
呉
王
に
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雒
陽
の

武
庫
が
関
東
で
重
要
な
軍
事
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な

お
『
封
泥
考
略
』
に
は
「
雒
陽
武
庫
」
が
見
え
る
。

　
　

�　

他
の
郡
国
の
武
庫
に
つ
い
て
は
、
楚
の
安
王
劉
道
の
墓
の
可
能

性
が
あ
る
江
蘇
省
徐
州
北
洞
山
漢
墓
か
ら
、
未
使
用
の
「
楚
武
庫

印
」
と
刻
ま
れ
た
銅
印
が
出
土
し
て
い
る
［
徐
州
博
物
館
・
南
京

大
学
歴
史
学
系
考
古
専
業　

二
〇
〇
三
］
ほ
か
、
前
漢
早
期
か
ら

中
期
に
か
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
斉
武
庫
丞
」
封
泥
［
孫
慰

祖　

一
九
九
三
］
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
諸
侯
王
国
に
武
庫
が

設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
尹
湾
漢
墓
か
ら
「
武

庫
永
始
四
年
兵
車
器
集
簿
」
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

海
郡
に
も
武
庫
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
［
連
雲
港
市
博
物
館

一
九
九
七
］。
こ
う
し
た
郡
国
の
武
庫
令
は
郡
国
に
属
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
が
、
雒
陽
武
庫
な
ど
一
部
は
中
尉
に
属
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
［
陳
直　

一
九
七
九
］。

（
6)�

補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
百
官
志
四
に
よ
れ
ば
、
後
漢
で
は
、
中

塁
尉
も
ま
た
廃
し
た
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

武
庫
の
三
丞
に
つ
い
て
、［
陳
直　

一
九
七
九
］
は
、「
武

庫
中
丞
」
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
三
丞
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
が
、［
孫
慰
祖　

一
九
九
三
］
は
、
こ
の
印
を
後
漢
晩
期

の
も
の
と
す
る
。

（
7)�
注　

応
劭
が
い
う
。
式
道
は
左
・
右
・
中
の
計
三
候
で
あ
る
。

車
駕
が
出
御
・
還
御
の
際
に
、
式
道
候
が
麾
（
さ
し
ず
ば
た
）
を

持
っ
て
宮
門
に
到
着
す
れ
ば
、
門
は
そ
こ
で
は
じ
め
て
開
く
。



一
七

　
　�

　
顔
師
古
が
い
う
。
式
と
は
、表（
し
る
し
ば
た
）の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

�
補
注　

王
先
謙
が
い
う
。
式
道
候
の
例
は
、東
方
朔
伝
に
見
え
る
。

百
官
志
四
に
「
も
と
式
道
に
は
、
左
候
・
右
候
・
中
候
の
三
人
が

い
た
。
官
秩
は
六
百
石
。
車
駕
が
出
御
す
れ
ば
、
前
で
道
を
清
め

る
の
を
任
務
と
し
、
還
御
す
れ
ば
麾
を
持
っ
て
宮
門
に
至
り
、
宮

門
は
そ
こ
で
は
じ
め
て
開
く
。
後
漢
で
は
一
人
だ
け
で
、
ま
た
常

置
の
官
で
は
な
か
っ
た
。
出
御
す
る
た
び
に
、
郎
に
式
道
候
を
兼

務
さ
せ
、
事
が
す
め
ば
任
務
を
解
く
。
執
金
吾
に
は
も
は
や
所
属

し
て
い
な
い
。
ま
た
左
輔
都
尉
・
右
輔
都
尉
・
京
輔
都
尉
を
廃
し

た
」
と
あ
る
。

　
　

� �

考
証　

百
官
表
本
文
の
「
左
右
京
輔
都
尉
」
を
「
左
京
輔
都
尉
・

右
京
輔
都
尉
」
と
解
す
る
説
［
安
作
璋
・
熊
鉄
基　

一
九
八
四
］

も
あ
る
が
、
他
の
史
料
に
み
ら
れ
な
い
の
で
、「
左
輔
都
尉
・
右

輔
都
尉
・
京
輔
都
尉
」
と
読
ん
だ
［
山
田
勝
芳　

一
九
八
四
］。

　
　

�　

王
先
謙
は
、
百
官
志
四
の
引
用
を
「
又
省
京
輔
左
右
都
尉
」
と

す
る
が
、
百
官
志
の
原
文
は
「
又
省
中
壘
、
寺
互
、
都
船
令
・
丞
・

尉
及
左
右
京
輔
都
尉
」
な
の
で
、
原
文
通
り
に
訳
し
た
。

（
8)� �

考
証　

太
常
か
ら
執
金
吾
（
中
尉
）
ま
で
が
、
官
秩
は
中
二
千
石

の
官
で
、
い
わ
ゆ
る
九
卿
で
あ
る
。
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